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CXCL13 は CXC サブタイプの一つであり、自身のレセプターである CXCR5 と結合する
ことにより、主に Bリンパ球或いは Tリンパ球を濾胞領域に誘導する役割を果たして
いる。CXCL13 の異常発現は慢性炎症性疾患と関連し、本研究では、H.pylori 感染及




る外来患者を対象とし、内視鏡下に胃前庭部より 5 か所の生検を行い、2 つは凍結切
片として CXCL13 量の測定を、2つは凍結切片として CXCL13 mRNA 定量を、1つはパラ
フィン固定後、病理組織学的、免疫組織学的解析に供した。 
組織学的検査として、固定した組織から 5μm の切片を作成し、HE 染色を行った。
updated Sydney system により好中球及び単核球浸潤の程度、腺萎縮、腸上皮化生の
程度を 0-3 の 4 段階で評価した。ギムザ染色により上皮への H.pylori 定着の程度を
0-3 の 4 段階で評価した。 
組織内の CXCL13 蛋白量の測定は ELISA 法により、CXCL13 RNA 量はリアルタイム




In vitro H.pylori の感染実験は、ヒト胃癌細胞株 AZ-521・MKN74・AGS を用いて
H.pylori ATCC 49503 株を 100:1 で感染させ、RNA を抽出後、リアルタイム RT-PCR に
て CXCL13 及びβアクチンの mRNA 定量を行った。 
 
結   果 
51 名(男性 31 名)中 29 名が H.pylori 感染者であった。胃粘膜内の CXCL13 量は、
H.pylori 感染者において有意な上昇を認めた。粘膜内 CXCL13 量と単核球浸潤の程度、
H.pylori の定着の程度との間に有意な相関を認めたが、好中球浸潤や腺萎縮、腸上皮
化生とは相関を認めなかった。H.pylori 感染胃炎に伴うリンパ濾胞の有無と CXCL13




免疫組織学的に、CXCL13 は H.pylori 感染者では粘膜固有層内に発現を認めたが、
上皮内では検出されなかった。αSMA 陽性細胞の分布局在と CXCL13 発現が一致してお
り、CXCR5 は CD20 陽性 B細胞に発現していた。 
In vitro H.pylori の感染実験で、CXCL13 mRNA は胃上皮由来細胞株では発現して
いなかった。 
 
考   察 
H.pylori 感染によりヒト胃粘膜内で CXCL13 の合成・分泌が増加していると考えら
れた。CXCL13 のリガンド CXCR5 がリンパ濾胞を中心に主に B 細胞に発現しており、
CXCL13/CXCR5 を介した慢性炎症細胞浸潤が HAG の病態に関与していることが示唆さ
れた。 
免疫組織学的には CXCL13 は胃上皮では産生されておらず、H.pylori 感染胃粘膜で
は、αSMA 陽性間葉系細胞が CXCL13 産生源になっていると考えられた。 
 
